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原子力災害や廃止措置等での活用を想定した高出力レーザーによる除染・解体技術の開発

２　検討事項

①　福島事故におけるニーズの把握、要求される技術の検証

②　研究開発や事業化に向けた課題の整理

③　研究開発の内容や実施体制等の検討、調整
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４ 議事内容 

（１） 高出力レーザーに関する研究開発の状況 

（２）拠点化計画における取り組み 

（３）福島支援における高出力レーザーの活用可能性 

（４）今後の進め方 

 

５ 主な意見 

（１）既存技術との比較検討 

・原子力現場での切断や除染は、いくつもの技術が確立されており、福島原子力事故の対応

は、新たな技術開発より、まずは既存技術の改良が主になると思われる。  

・東海発電所等の廃止措置では、現在、ガス式と機械式の切断作業を採用。原子炉の解体に

は、今後適した技術を検討していく必要があり、レーザー利用の可能性もある。  

・レーザー切断の長所は、加工の精度や速度。廃棄物の低減。水中での切断能力。 

・現在使われている主な切断技術は、プラズマ、アグレッシブウォーター、機械式。切断幅

や精度、速度、二次廃棄物の量など、いずれの技術も長所・短所があり、定量的な評価・

検証を行う必要がある。 

 

（２）原子力現場での活用 

・福島原子力事故現場の作業工程や情報を入手し、レーザーの使用の可能性の検証、技術的

課題の整理が必要。  

・廃止措置現場での適用を想定する場合は、全体の作業工程と技術開発の調整が必要。 

 

６ 検討の方向性 

福島原子力事故や廃止措置現場での高出力レーザー技術の利用可能性を検証するため、次

のことについて、調査・検討を行う。 

・福島原子力事故現場の状況、ニーズの把握 

・既存技術との定量的な比較評価 

・福島原子力の事故対応や廃止措置の工程に応じたレーザー技術開発のロードマップの作成 

・研究開発の実施体制、事業費等の検討 


